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研究成果概要 
MAGIC collaborationによって、2021年度に査読付論文 10編を発表した(次頁にリスト)。

内訳は、活動銀河核 7編, 連星系 1、パルサー 1, 暗黒物質探索 1である。以下、本研

究参加者による貢献の中から一部を紹介する。 

(1) コンパクト天体と大質量Be星からなる連星系 HESS J0637+057からのガンマ線強度

変動を15年間(2004-2019年)で約450時間観測し、周期が約317日であること、X線強

度変動と強く相関しており、両者の放射起源が同じ粒子であることを示唆した[4]。 

(2) 電波銀河M87を2017年4月に、電波(Event Horizon Telescope, 東アジアVLBIネット

ワーク)、可視、X線、ガンマ線で共同観測し、ガンマ線は、ブラックホール近傍の

電波放射領域とは異なる場所から放射されていることが示された[9]。宇宙線研究

所からプレスリリース。 

(3) PeVatron候補天体である超新星残骸 G106.3+2.7を観測し、γ線放射領域がエネル

ギーで異なり、1 TeV付近の放射領域は、パルサー星雲に近いが、10 TeV付近の放射

領域は、Tibet ASγ実験などで検出されたサブPeVの放射領域と一致し、陽子起源が

示唆された[15]。 

(4) ガンマ線バーストGRB 201216Cをバーストトリガーの57秒後から観測し、5σ以上で

検出した[11]。 

(5) かに星雲を、MAGICとCTA-LST初号機で同時観測し、相互較正を行った[14]。 

 

MAGIC collaborationによる査読付論文 ★印：本研究参加者が責任著者の論文。 
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